
男女が共に担う地域防災
～令和６年能登半島地震に学ぶ現状と課題～

講師 静岡大学グローバル共創科学部
同防災総合センター 教授

減災と男女共同参画研修推進センター
共同代表

日 時 令和７年１０月２２日（水）
午後６時３０分～８時００分

場 所 御殿場市民会館 大ホール

プロフィール
富山県生まれ。一橋大学大学院社会学研究科博士課程退学。
専門は社会地理学。
青年海外協力隊、JICA技術協力専門家としてバングラデシュや
ネパールで環境保全や防災の事業にジェンダー視点を組み込む
活動に従事した後、2000年より静岡大学教員。
日本と南アジアの国々を対象に、地域防災への女性の参加、災害
リスク削減とジェンダー・多様性について研究している。

講演内容
東日本大震災(2011年)の教訓から、自主防災活動、避難所運営、防災訓練

などに女性・多様な人々の視点と参画が必要だと指摘されています。では、
女性・多様な人々の視点を踏まえた取組は、令和６年能登半島地震の被災地
においてどの程度実践されていたのか。取組ができた地域では、なぜできた
のか。事例をヒントに、これからの地域防災のあり方を考えます。

池田恵 子 様

お問合せ:危機管理課 TEL 82-4374

入場無料


